
 

 

 

 

進路決定に向けて～生活編～ 

 毎朝、担任の先生方と同じように我々進路指導部も校門や玄関で子どもたちを迎えています。玄関での様子

からだけでも「挨拶する」「一人で教室まで行く」「立ったまま靴の履き替えをする」など、個々の課題が見えてき

ます。この春入学してきた小学部のAさんは、靴の入ったケースを持って所定の場所まで行き、靴を履き替える

ことが課題です。入学当初は、意識がそこに向かわず担任の先生方は幾度となく声かけをし、全てが完了するま

でに時間がかかっていました。最近では、先生方のサポートも少しずつ減り、自分の靴箱まで行ったり、一人で

ケースを持って運べたりするようになってきました。「自分でしなきゃ！」という意識が高まってきているのだと思い

ます。また、苦手だったマスクをきちんと着けて登校できたり、これまで挨拶ができず素通りしていた生徒が立ち

止まって挨拶ができるようになったりと、朝の風景を切り取っただけでも、成長を感じることができます。こういっ

た日々の小さな積み重ねが「できる」に繋がり、「生きる力」となっていきます。「身辺自立である排泄や食事、衣

服の着脱などの基本的な生活動作の獲得」「自分の思いを何かしらの手段を用いて伝えることのできるコミュ

ニケーション力の向上」「公共交通機関の利用やルールを守るといった社会性」のどこに課題があるか、どのよ

うな取り組みをしていけば良いのか、担任の先生方と確認し、ご家庭でも取り組んでみてください。とは言え！家

庭は、「安心しリラックスできる場」である必要があります。頑張りすぎないということも大切です。そのためにも、

日々の学校での取り組みを共有し、みんなで見守っていくことが子どもたちの成長に繋がっていくのではないで

しょうか。 
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１ お知らせ 

〇西宮市地区懇談会より 

９月に行われました西宮市の地区懇談会で「西宮市オンライン福祉事業所紹介」の案内を

いただきました。QR コードを読み取り、表示された URL からアクセスしてください。視聴す

るためには、インターネットに接続可能なパソコンやタブレット、スマートフォン等

の機器が必要です。また、動画による配信となりますので、視聴する際のインターネ

ット回線、プロバイダ利用に係る費用はご家庭の負担となります。容量やプラン等の

ご確認をお願いします。 

 

２ 新規事業所 

〇 Nagu川西（就労移行支援事業所）：川西市 

今年度川西市で開所され、豊中市にも同じ移行支援事業所を展開されています。PCの入力作業を中心に取り

組んでおられる事業所です。今年度より B型アセスメント等でお世話になります。 

 

３ 閉所のお知らせ 

〇 JCC希望（就労移行支援事業所）：宝塚市 

９月末をもって閉所されました。これまで、宝塚市のB型アセスメントや現場実習でお世話になりました。 

 

→裏面に「西宮市のオンライン福祉事業所紹介」の事業所一覧を掲載しています。 
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「福祉事業所紹介」は、 
こちらのQRコードを 
読み取りください。 


